
中型いか釣り漁船へのLED集魚灯導入による省エネルギー化実証試験 

 

 

省エネルギー技術導入効果実証試験事業（平成22年度） 

１ 事業の目的 

２ 開発技術及び実証の概要 

実施主体：有限会社旺貴水産、高木網業株式会社、石川県水産総合センター 

実証海域：日本海 

３ 開発技術の成果・普及 

導入した青色LED集魚灯(H22) 

MH灯83
灯 

MH灯54灯 
LED灯84灯 

MH灯24灯 
LED灯84灯 

集魚灯による 
燃油消費量（L／年） 

133,764 101,862 61,985 

MH灯83灯点灯時から
の燃油削減率（％） 

- 23.8 53.7 

中型いか釣り漁船へのLED集魚灯導入による省エネルギー効果・漁獲効果を実証 

従来のメタルハライド（MH）集魚灯（3kW×83灯）と 
LED集魚灯（180w×84灯）を併用して 
様々な点灯パターンで操業し、導入後の燃油消費量、 
漁獲量を従来の操業と比較 

年間あたりの燃油経費 

MH灯83灯   ：9,363千円 
MH灯24灯＋LED灯84灯：4,339千円 

・漁獲量 

・燃油消費量 

燃油経費を年間で最大約5百万円削減 

・経費（試算） 

MH灯とLED灯を併用した場
合、従来のMH灯83灯のみ
での操業と比べて 

最大約54％の燃油削減効果 

※操業1回あたりの点灯時間 11時間、年間操業日数 190日、燃油単価70円/ℓとして試算 

・MH灯24灯とLED灯84灯を併用した操業では、近隣漁船と比べて平均
28%の漁獲量に留まる 

・MH灯54灯とLED灯84灯の併用では従来並の漁獲が得られる可能性 

燃油削減効果を踏まえ、MH灯の点灯数の適切な設定が必要 

・本事業を実施した中型いか釣り漁船（４隻）への搭載が進んでいる。 


